































































めに準備を進められるとともに、ケンブリッジ大学から出版予定の Cambridge World 
Shakespeare Encyclopediaの編者の一人として編集作業に没頭されている。そればか
りではない。来たる2016年はシェイクスピア没後400年にあたり、それを記念する
大規模な国際学会 Stratford/London World Shakespeare Congressがイギリスで開催
される。先生はその主催者 International Shakespeare Associationの執行委員、およ
び大会委員として企画に携わっておられるのだ。挑戦を続けて止むことのない先生の
お仕事から、研究の同志として、今後も目を離すことはできない。
